
公益社団法人　日本ホッケー協会

大会名

年 月 日

8 23

チーム名 7 － 1 チーム名

3 － 0

2 － 1

2 － 0

NO. 先発 Ｙ Ｒ NO. 先発 Ｙ Ｒ

1 × 1 ×

2 × 2 ×

3 × 3 ×

4 6 4 5

5 × 5 3

6 × 6 × 13

7 4 7 6

8 5 8 ×

9 6 9 3

監督 KOBAYASHI Kazunori 監督 SHARLAND Verity

アンパイア FAIAS　Ana（POR) アンパイア CARROLL Emily(AUS)

ジャッジ CORA　XAVIER　Viviana（BRA) ジャッジ BURT Joshua(AUS)

Ｔ．Ｏ． CASTRO Patricia（POR) リザーブアンパイア SCHAFER　Tanja（RSA)

時間 № 種 時間 № 種 時間 № 種

2 3 FG

6 8 FG

8 9 FG

20 8 FG

22 3 FG

23 9 FG

31 6 FG

36 3 FG

つかれ

準々決勝の相手は、Ｂプール3位のニュージーランドと対戦した。日本は立ち上がりから相手陣内に積極的に攻撃を仕掛け

2分に、左バックボードからシュートを河村がリバースで打った。ＧＫに当たり弾いたボールを、狐塚が押し込み先制する。

さらに、日本は6分にも、センター付近でパスを受けた森が左にドリブルで切れ込みリバースヒットで2点目を追加した。8分にもセンター

付近に折り返したパスを坪内がゴールに向かってヒットする。そのボールを相手が触り、コースが変わっって3点目を挙げた。

第1ピリオドは3-0で日本がリードして終了した。第2ピリオドに入ると、疲れにより両チームにミスが目立ち始めた。

日本も積極的に攻撃を仕掛けるが、攻撃が単調になり真中からの攻撃が増えてきた。それでも、20分、22分に得点を追加するが

23分には、11ｍラインを越えてパスを真中にしたが、ニュージーランドにカットされゴール前で粘ったが押し込まれ1点を奪われる。

ここで第2ピリオドが終了し5-1で日本がリードを広げた。第3ピリオドに入ると日本は左右のパスを大きく使いながらボールの保持する

時間を長くして丁寧にパスやドリブルを行いリスクを少なくして、攻撃をすることを心掛けた。日本は31分、終了間際の36分に得点し、

7-1としたろことで、試合が終了した。

この結果、日本はニュージーランドを破り、ベスト4が確定した。日本の準決勝の相手は、地元中国と対戦することになった。

JAP 7-1

JAP 6-1

NZL 5-1

JAP 5-0

JAP 4-0

JAP 3-0
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ｽｺｱ
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9 TSUBOUCHI Moeka 11 ROBINSON Amy

ﾁｰﾑ ｽｺｱ ﾁｰﾑ ｽｺｱ ﾁｰﾑ

7 KARINO Mami 9 WADDELL Catherine

8 MORI Kanon 10 WAHITE Tayla

5 HOSHI Kimika(C) 7 KIDDLE Bridget

6 KAWAMURA Motomi 8 TINNING Catherine

3 KOZUKA Miki 4 KWEK Su Arn

4 FUJIBAYASHI Chiko 6 HYATT BROWN Ella

1 NAKAMURA Eika(GK) 1 BINT Isla(GK)

2 ASAI Yu 2 DAVIES Frances(C)
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背番号 氏 名 背番号 氏 名

Full Time

JAPAN
Period1

NEW ZEALAND
Period2

Period3

W23 2014 18:00 Youth Olympic Sports Park 2

公 式 試 合 記 録

2nd Youth Olympic Games

試合番号 備　考 　時　間 場　所 ピッチ


